
富田林市は、大阪府の東南部に位置し、西は大阪

狭山市、北西は堺市、北は羽曳野市、東部で太子町、

河南町、千早赤阪村、そして西南部で河内長野市と

接しています。

市の北東平坦部は、南北に流れる石川をはさんで

平野が広がり、古くからまちが開けており、特に寺

内町には歴史的に貴重な町並みが残されています。

市の南部は、雄大な金剛山・葛城山を背景に緑豊か

な丘陵と美しい田園風景が広がり、西部丘陵地域は、

計画的に開発の進んだニュータウンとなっています。

国道１７０号線（大阪外環状線）や、国道３０９号線な

ど主要幹線道路が縦横に走り、近鉄長野線がとおっ

ています。

この富田林市の魅力や特色について、市長公室政

策推進課長の村本さんにお話をお伺いしてきました。

本日はどうぞよろしくお願いします。

早速ですが、富田林市の歴史を教えてもらえま

せんか。

よろしくお願いします。

富田林は先史時代より人々の暮らしが営まれ、弥

生時代には二上山周辺に産出するサヌカイトを利用

した石器が大量に生産され、交易を通じて近畿地方

に広く流通していたものと思われます。

また、石川を望む丘陵上には石川流域に繁栄した

であろう氏族の首長たちの古墳が多く造営されてい

ます。

仏教が大陸から伝えられ、仏教文化が花開く中、

新堂廃寺等の寺院が建立され、また織物などの新し

い文化を伝えてきた人々が、富田林の地に暮らして

いたであろうことが推測されています。

平安の時代には、今も秋祭り等でにぎわう美具久
み ぐ く

留御
る み

魂
たま

神社や佐備神社が、室町時代には錦織神社も

創建されています。

太平記の時代においては、楠木正成の山城が築か

れ、足利軍を迎え撃ちました。

応仁の乱においても、いくつかの山城が築かれ、

群雄割拠の後、治世が落ち着き始めた１６世紀中頃の

永禄年間に、京都興正寺門跡第１６世証秀上人が「富

田の芝」と呼ばれていた荒地を買い受け、寺と町衆

の協力によって寺内町が造営されました。

浄土真宗の御坊を中心に形成された寺内町「富田

林」は、江戸期には周辺地域の商品・産品流通の中

核地として発展し、明治期には郡役場や税務署、旧

制中学校、高等女学校等が整備され、南河内地域の

中心地として発展してきました。

その後、本市は、昭和２５年（１９５０年）４月に人口

約３万人余で、大阪府下１６番目の市として誕生しま

した。高度成長期に、大阪市近郊の住宅地として大

規模な住宅開発が進むと人口が急増し、これにあわ

せて都市基盤整備も進展してきました。

しかし、最近は、人口が減少傾向となっており、

地域コミュニティの活力の維持や既存の地域資源を

活かした地域の活性化などが大きな課題となってい

ます。

次に、富田林市に残る、歴史的な文化財など、

名所や旧跡について教えていただけますか？

まず、「富田林寺内町」があげられます。「富田林

寺内町」は、興正寺門跡証秀上人によって創建され

た興正寺別院を中心とした寺内町として誕生し、商

売の盛んな在郷街として発展しました。現在も創建

6 自治大阪 ／ 2009 － 11

の ま わ た し ち 
ピーアール 

の 
富田林市編

富田林市 

大
阪
府 

奈
良
県 

京
都
府 

兵
庫
県 

和歌山県 

 自治大阪2009.11月号  09.12.9 10:23  ページ 6



当時の六筋七町の町割りや、重要文化財旧杉山家住

宅、仲村家住宅など往時の繁栄を偲ぶ重厚な町家が

数多く残されています。

近鉄喜志駅の南西、丘陵のふもとにある美具久留

御魂神社は、境内から本殿背後の丘陵に広がる林が

市街地のなかの貴重な緑として、「大阪みどりの百

選」に選ばれています。

近鉄川西駅の西に見える錦織神社の本殿は、総檜

皮葺、漆塗りの華麗な建物で、特徴的な屋根の形は、

全国でも数少ない貴重なものとして、左右の摂社と

ともに、国の重要文化財に指定されています。

弘法大師が開いたとされる、真言宗のお寺である

瀧谷不動明王寺は、日本三大不動の一つといわれ、

俗に「眼の神様」などと広く信仰されています。毎

月２８日の縁日には参道に屋台が並び、参拝客でにぎ

わいます。

また、市の南東、嶽山中腹にたたずむ龍泉寺は、

真言宗の寺院で、５９４年、蘇我馬子により創建され

たと言われています。仁王門は国の重要文化財に、

また、境内の庭園は名勝に指定されています。

甘南備にある、楠妣庵
なんぴあん

観音寺は、楠木正成の夫人

が、夫と子の戦死後に出家し、菩提を弔った所とい

われており、夫人の没後、この庵を観音寺と改め、

楠木家の菩提寺とされました。

他にも、梅の名所や、信者手作りの寺として知ら

れる目白不動願昭寺や、新堂廃寺跡・オガンジ池瓦

窯跡・お亀石古墳などがあり、これらの名所や旧跡

は大阪ミュージアム構想の登録物として登録を受け

ています。

富田林市には、歴史ある文化財など、たくさん

の見所があるんですね。他に、富田林市のおすす

めスポットはありますか？

はい。まずは、農業公園「サバーファーム」があ

ります。２０ヘクタールの起伏に富んだ大地に、体験

農園、果樹展示園、温室、花壇などが点在している

「香りと実りの農園」です。家族そろって気軽に農業

にふれあうことができます。

自然の野山、池などをそのまま生かし整備された

自然公園の「錦織公園」もお勧めです。羽曳野丘陵

の南端に位置する錦織公園は、その面影を残した起

伏に富んだ地形を保持し、「豊かな緑の中で自然との

ふれあいの場」として、親しみ、楽しめる公園とし

て造られました。公園内にはかつての河内の里山を

復元した「河内の里」や、大型遊具のある「やんち

ゃの里」「水辺の里」があり、残された緑の中にある

尾根からは、東から南へ二上山・大和葛城山・金剛
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山・岩湧山・和泉葛城山の雄大なパノラマを望むこ

とができます。

また、「総合スポーツ公園」は、自然環境を生かし

た市民スポーツ＆レクリエーション活動の場で、野

球場をはじめ、多目的競技場、テニスコート、ゲー

トボール場などが１３.６５ヘクタールの広大な敷地に

整備されています。

他にも、全国でも有数の規模を誇る客席数２００席、

ドーム径２０ｍの大型プラネタリウムのある、「すば

るホール」などがあります。

今春、公設の農産物直売所をオープンされ、好

評だそうですが、その直売所について教えていた

だけますか？

今年の４月に、地産地消を推進するとともに、地

域農業を活性化させようと、おすすめスポットとし

てご紹介した農業公園「サバーファーム」内に、公

設農産物直売所「にこにこ市場」を開設しました。

同市場では、約６０軒の市内登録農家が納品してい

る、名産の東條ほんわか米や、ナス、キャベツやゴ

ボウなど約５０種類のとれたての農産物を安価で販売

しています。また、地元産の卵や花、米で作ったパ

ンなどの加工品も販売しており、食への安心・安全

志向が高まる中、新鮮で安心な農産物が買えるとあ

って、大勢の方が買い物に訪れています。

本市の農業は、これまでナスやキュウリなどの野

菜を始め、ミカンの生産など、大都市近郊農業とし

て発展してきました。しかし、近年は高齢化や担い

手不足、農地の遊休化などが懸念されています。同

市場の開設によって、地元の農産物の消費拡大だけ

でなく、高齢化が進む農家の生産意欲の向上や、担

い手の育成につながるものと期待しています。

次に、富田林市のまつりや行事について教えて

いただけますか？

まず、全国的にも有名なのが、「教祖祭ＰＬ花火芸

術」です。毎年８月１日に行われており、多くの見

物客で賑わいます。

また、８月には、寺内町燈路（平成２１年度は大阪

ミュージアム夏の特別展に指定されました。）があり

ます。平成１６年１０月に第１回寺内町燈路が開催され

ました。第１回目は、地元の保存団体である「富田

林寺内町をまもり・そだてる会」の設立１０周年記念

行事として「富田林寺内町フェスタ」が開催され、

そのイベントの一つとして「城之町燈路」という名

称で行われましたが、好評により、その後毎年開催

されるようになりました。始めは、富田林寺内町の

地区内だけで行われていましたが、平成１９年度か

ら富田林市観光協会も加わって、近鉄富田林駅や近

鉄富田林西口駅から富田林寺内町へのアクセス道路

へも広がっていきました。約１,０００個もの行灯が並べ

られ夏の風物詩となっています。

他にも、寺内町界隈では、『じないまち雛めぐり』

が開催されます。平成１９年３月に初めて「じない市

実行委員会」主催で開催され、同年１０月には『後の

雛まつり』が開催されました。平成２０年３月の第２

回『じないまち雛めぐり』からは、『寺内町四季物

語』として「富田林駅南地区まちづくり協議会」主
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催で行われるようになりました。この催しは、寺内

町界隈で、町家の土間や軒先、街かど、商店のウィ

ンドウなど、約１００ヵ所にお雛さまが飾られます。そ

の他各町家などでお茶会やミニコンサート、フリー

マーケットなども一緒に開催されます。

市民の方々と協働して、様々なお祭りを開催さ

れているんですね。市民の方の地元を愛する気持

ちが伝わってきます。

富田林市では、住民と協働して富田林駅の南地

区の整備を進められているそうですが？

はい。富田林駅南地区は、市の玄関口であると同

時に、大阪府下で唯一の重要伝統的建造物群保存地

区に選定された地区です。また、当地区の寺内町は、

平成１９年に、古都保存財団「美しい日本の歴史的風

土１００選」にも選定されました。

また、駅南地区の整備については、かねてより市

民からの強い要請があり、過去から整備に向けての

経緯がありましたが、平成１７年３月に都市再生整備

計画に基づく「まちづくり交付金事業」の採択を受

け、駅前広場をはじめとする都市基盤整備事業と地

域活性化事業に取り組んできました。

その中で、学識経験者・商工関係者・町会関係

者・地元関係者・市の職員等による検討委員会を設

置し、平成１９年３月に基本構想を策定しました。策

定に向けては、地元組織１３団体の代表者が集まり、

駅南地区の魅力の創出と持続的な地域の活性化に向

けて、まちづくりのあり方や、まちづくり活動につ

いて、ワーキング会議を開催しました。

また、まちの現状や、まちづくりの進め方につい

て、地元組織への団体別ヒアリングを行い、市民協

働プログラム基本構想を作成しました。

基本構想では、まちづくりのコンセプトを『歴

史・文化と共生する「賑わい」と「おちつき」のあ

るまち』とし、まちづくりの基本目標として、歴史

的風土の感じられる「まちなみづくり」と、駅前か

ら寺内町まで一体となった「賑わいづくり」、そして

寺内町の顔となる「駅前の玄関作り」を掲げました。

こうした取組を通じて、市民の方の意見を伺うこ

とで、今まで気づいていなかった問題点の発見や、

まちづくりに対するアイデア等を取り入れることが

できました。

今後も、コンセプトにもとづき、基本目標に向け

て地域魅力を創出するために、整備を進めていきた

いと思います。

市民と協働して、さらに魅力を高め、地域の活

性化に取り組まれているんですね。

最後になりますが、まちづくりについて、今後

の抱負などを教えてください。

定員管理計画に基づく職員数の削減や事務事業の

見直しによる経費の削減、受益者負担の適正化、集

中改革プランの着実な実行など、財源の確保に努め

る中で、「福祉・医療の充実」や「学校教育の推進」、

「安全・安心なまちづくり」などの事業に取り組んで

いるところです。

「教育・子育て」「健康・安心・支えあい」「まち

と環境の再生」「地域力の向上」「行財政改革の推進」

の五つの柱をこれからも引き継ぎ市政運営の基本と

して施策を進めます。

来年は、市制施行６０周年を迎えます。市のイメー

ジキャラクターを作成するなど、市のＰＲにも力を

入れていきたいと思っています。

今後も、市民の方との協働で、「みんなでつくろ

う、育もう、魅力あるまち　富田林」という基本理

念のもと、だれもが誇りと愛着のもてる富田林市を

実現していきます。

今後、ますますまちの魅力が増し、一層躍進さ

れることを願っております。本日はどうもありが

とうございました。

9自治大阪 ／ 2009 － 11

じないまち雛めぐり

 自治大阪2009.11月号  09.12.9 10:24  ページ 9


